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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成24年12月27日(2012.12.27)

【公表番号】特表2012-508350(P2012-508350A)
【公表日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-014
【出願番号】特願2011-534923(P2011-534923)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｈ   7/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｈ   7/12    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月2日(2012.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピボット軸（１１、１１１）になるテンショナーアクスル（１２、１０８）；
　前記ピボット軸（１１、１１１）の周りでピボット回転できるように前記テンショナー
アクスル（１２、１０８）に取り付けたアーム（１、１０２）；
　第１ランプ機能面（９、１１３）を有し、前記アーム（１、１０２）と一体回転できる
ように該アーム（１、１０２）に係合し、前記ピポット軸（１１、１１１）に沿って並進
できる第１テンショナー成分（５、１１２）；
　第２ランプ機能面（６、１１９）を有し、前記テンショナーアクスル（１２、１０８）
に連結された第２テンショナー成分（４）；および
　上部ランプ面（７、１３２）および下部ランプ面（８、１３４）を有するランプブシュ
（３、１１６）からなり、前記第１テンショナー成分（５、１１２）と前記第２テンショ
ナー成分（４）との間に前記ランプブシュ（３、１１６）を配設して前記上部ランプ面（
７、１３２）が前記第１ランプ機能面（９、１１３）内に着座し、そして前記下部ランプ
面（８、１３４）が前記第２ランプ機能面（６、１１９）内に着座するように構成したこ
とを特徴とするテンショナー。
【請求項２】
　前記ランプブシュ（３、１１６）が前記ピボット軸（１１、１１１）にそって並進でき
、そして前記ピボット軸（１１、１１１）の周りで回転できる請求項１に記載のテンショ
ナー。
【請求項３】
　さらに、第１端部（１４）および第２端部（１３）を備えた捩じりばね（２）を有し、
この第１端部（１４）を前記第１テンショナー成分（５）に連結し、そして前記第１テン
ショナー成分（５）内に前記捩じりばね（２）を設けた請求項１に記載のテンショナー。
【請求項４】
　前記捩じりばね（２）または第１捩じりばね（１１４）が平線ばねである請求項１～３
のいずれか１項に記載のテンショナー。
【請求項５】
　前記捩じりばね（２）の前記第２端部（１３）を前記アーム（１）に連結し、前記アー
ム（１）が第１方向にピボット回転した時に、前記第１テンショナー成分（５）が、前記



(2) JP 2012-508350 A5 2012.12.27

第２テンショナー成分（４）に対して前記アーム（１）とともに回転することで、前記ラ
ンプブシュ（３）の前記上部ランプ面（７）あるいは前記第２テンショナー成分（４）の
前記第２ランプ機能面（６）のどちらかにそって滑るように前記第１ランプ機能面（９）
に作用させ、それにより一体的に摩擦係合を強くするように前記アーム方向へ前記第１テ
ンショナー成分（５）の並進をもたらすことで前記アーム（１）の動作にダンパー作用さ
せる請求項３に記載のテンショナー。
【請求項６】
　前記捩じりばね（２）の前記第２端部（１３）を前記第２テンショナー成分（４）に連
結し、前記アーム（１）が第１方向にピボット回転した時に、前記第１テンショナー成分
（５）が前記第１方向に回転するとともに、前記第１ランプ機能面（９）が前記ランプブ
シュ（３）の前記上部ランプ面（７）にそって滑るかあるいは、前記第２テンショナー成
分（４）の前記第２ランプ機能面（６）にそって滑り、それにより一体的に摩擦係合を強
くするように前記アーム方向へ前記第１テンショナー成分（５）の並進をもたらすことで
前記アーム（１）の動作にダンパー作用させる請求項３に記載のテンショナー。
【請求項７】
　前記第１および第２ランプ機能面（９、１１３；６、１１９）および前記上下のランプ
面（７、１３２；８、１３４）が、前記ピボット軸（１１、１１１）の周りでピボット回
転する前記アーム（１、１０２）に応答して摩擦ダンパー作用を望み通りに変化させるよ
うに予め選定された形状構成を有する請求項１に記載のテンショナー。
【請求項８】
　前記第１および第２ランプ機能面（９、１１３；６、１１９）および前記上下のランプ
面（７、１３２；８、１３４）が、前記ピボット軸（１１、１１１）の周りに全体として
円周形配列で配列した複数のランプアップ（３２）およびランプダウン（３３）からなる
請求項１に記載のテンショナー。
【請求項９】
　前記アーム（１）と前記第２テンショナー成分（４）との間に前記第１テンショナー成
分（５）を配設し、前記第２テンショナー成分（４）が前記テンショナー（１０）のエン
ドキャップである請求項１に記載のテンショナー。
【請求項１０】
　さらに、前記第１テンショナー成分（５）またはばねケース（５、１１２）にダンパー
ブシュ（１８、１１０）を連結し、このダンパーブシュ（１８、１１０）を前記アーム（
１、１０２）と摩擦接触する位置に設けた請求項１に記載のテンショナー。
【請求項１１】
　さらに、第２ばねケース（１４０）内に第２捩じりばね（１４２）を設け、該第２ばね
ケース（１４０）および該第２捩じりばね（１４２）の両者をアーム（１０２）に連結し
た請求項３に記載のテンショナー。
【請求項１２】
　前記第２捩じりばね（１４２）が平線ばねであるか、あるいは前記第１捩じりばねおよ
び前記第２捩じりばね（１１４、１４２）が共に平線ばねである請求項１１に記載のテン
ショナー。
【請求項１３】
　ピボット軸（１１）になるテンショナーアクスル（１２）；
　アーム（１）が前記ピボット軸（１１）の周りでピボット回転できるように前記テンシ
ョナーアクスル（１２）に装着した前記アーム（１）；および
　前記テンショナーアクスル（１２）に少なくとも部分的に取り付け、かつ前記アーム（
１）に連結したクラッチ装置（２５）からなるテンショナーであって、
　前記クラッチ装置（２５）が、
　第１ランプ機能面（９）を備え、アーム（１）と一体回転するように前記アーム（１）
に係合し、前記ピボット軸に沿って並進できる第１テンショナー成分（５）；
　第２ランプ機能面（６）を備え、前記テンショナーアクスル（１２）に連結した前記第
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２テンショナー成分（４）；
　第１端部（１４）および第２端部（１３）を備え、この第１端部（１４）を前記第１テ
ンショナー成分（５）に連結した平線ばね（２）；および
　前記第１テンショナー成分（５）に連結し、前記アーム（１）と摩擦接触する位置に設
けたダンパーブシュ（１８）からなることを特徴とするテンショナー。
【請求項１４】
　さらに、上部ランプ面（７）および下部ランプ面（８）を備えたランプブシュ（３）か
らなり、前記第１テンショナー成分（５）と前記第２テンショナー成分（４）との間に前
記ランプブシュ（３）を設けて、前記上部ランプ面（７）が前記第１ランプ機能面（９）
内に着座し、かつ前記下部ランプ面（８）が前記第２ランプ機能面（６）内に着座するよ
うに構成した請求項１３に記載のテンショナー。
【請求項１５】
　前記平線ばね（２）の前記第２端部（１３）を前記アーム（１）に連結し、このアーム
（１）がピボット回転した時に、前記第１テンショナー成分（５）が前記ピボット軸（１
１）の周りでピボット回転し、そして前記第１テンショナー成分（５）の前記第１ランプ
機能面（９）が第１方向において前記第２テンショナー成分（４）の前記第２ランプ機能
面（６）に乗り上がり、そして第２方向において前記第２ランプ機能面（６）から下がり
降りるように構成した請求項１３に記載のテンショナー。
【請求項１６】
　前記平線ばね（２）の前記第２端部（１３）を前記第２テンショナー成分（４）に連結
し、前記第１テンショナー成分（５）が前記ピボット軸（１１）の周りでピボット回転し
た時に、前記平線ばね（２）が巻き上がり、そして前記ピボット軸（１１）の周りで前記
アーム（１）がピボット回転した時に、前記第１テンショナー成分（５）がピボット回転
し、そして前記第１ランプ機能面（９）が第１方向において前記第２テンショナー成分（
４）の前記第２ランプ機能面（６）に乗り上げ、第２方向において前記第２ランプ機能面
（６）から下がり降りるように構成した請求項１３に記載のテンショナー。
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